
今
回
、「
劇
場
へ
行
こう！
」の
た
め
に
集
まっ
た
ハ
レノワ
ダ
ン
サ
ーズ
は
、年
齢
も
職
業
も

多
彩
な

23名
だ
った
。

7月
上
旬
、し
げ
や
ん
ととも
に
、本
番
で
歌
い
踊
る「
ハ
レ

ノワ
の
うた
」（
メロ
ディー
は「
オ
ー
・
ソレ
・
ミ
オ
」）に
岡
山
らし
い
歌
詞

を
つ
け
、振
付
も
皆
で
考
えるワ
ー
ク
シ
ョップ
を
行
った
。

8月
下

旬
か
ら
集
中
的
に
ダ
ンスや
歌
、ま
た
各
コラ
ボ
相
手
との
ワ

ー
クショップ

を
行
い
、9月

4日
の
本
番
を
迎
え
た
。

快
晴
の
朝
、「
オー
・ソレ
・ミ
オ
」に
の
って
、

ハ
レノ
ワ
ダ
ン
サ
ー
ズ
が
駅
前
を
行
き
交
う

人
を々
誘
い
な
が
ら
オープニ

ン
グダ
ンス
。

天
満
屋
前
か
ら
南
時
計
台
ま
で
、

ダ
ンス
パ
レ
ード

宮
嶋
泰
明（
岡
山
芸
術
創
造
劇
場

 事
業グループ

）

1年
後
に
劇
場
が
オ
ープ
ン
す
る
こ
とを
伝
え
る
イベ
ントと

して
、ま
ず
、ま
ち
の
人
に
ダ
ンスを
見
てもら
い
た
い
と
思
い
ま

し
た
。「
劇
場
は
、身
体
表
現
を
つくる
場
所
」と
伝
え
た
い
。そして

、

開
館
後
、劇
場
ま
で
楽
し
み
な
が
ら
歩
い
て
行
くイメ
ー
ジ
を
も
って
も

らう
機
会
にし
た
い
。
企
画
に
あ
たり
、そ
ん
な
ふうに
考
え
まし
た
。

本
番
で
は
、ハ
レノワ
ダ
ン
サ
ーズ
は
初
め
て
お
客
さ
ん
を
前
にして
踊
っ

た
に
も
か
か
わ
らず
、各
会
場
で
練
習
時
の
イメ
ー
ジ
を
超
えて
堂
と々
ダ
ンスを
披
露
し
た
こと
に
驚
きまし
た
。

い
ろ
ん
な
団
体
と
コ
ラ
ボ
し
た
の
は
、し
げ
や
ん
の
演
出
プ
ラン
に
よ
る
も
の
で
す
。
今
回
、演
出
の
大
切
さ
を

改
め
て
実
感
し
まし
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
・
相
手
な
らで
は
の
演
出
、駅
か
ら
劇
場
ま
で
何
が
起
こってい

くの
か
の
スト
ーリー
が
つくら
れ
、一人一人

の
力
が
引
き
出
さ
れ
まし
た
。

ハ
レノ
ワ
ダ
ン
サ
ーズ
に
参
加
し
た
皆
さ
ん
に
、劇
場
と
は
建
物
を
指
す
だ
け
で
は
な

く
、多
くの
関
わ
る
ス
タッフ
が
い
る
とこ
ろ
な
ん
だ
と
感
じ
て
も
ら
え
た
ら

嬉
し
い
で
す
。
今
後
は
、見
てく
れ
た
人や
参
加
してく
れ
た
人

な
ど
、関
わ
っ
た
人
の
輪
を
広
げ
、つ
な
げ
てい
き

た
い
で
す
。

髙
山
楓（ハレノワダンサーズ

）

「
劇
場
へ
行
こう
！
」の

2日
前
に
、捻
挫
…
。
そ
れ
で

も「
車
い
す
で
も
松
葉
づ
え
で
も
出
ら
れ
る
」と
言
ってく
れ
た

し
げ
や
ん
と
、折
田
さ
ん
を
信
じ
て
い
ま
し
た
。
本
番
は
、車
い
す

を
他
の
ダ
ン
サ
ーズ
に
押
して
もら
って
踊
ったり
歌
ったり
す
る
出
番

が
あ
り
、そ
の
ほ
か
の
時
間
も
ダ
ン
サ
ー
ズ
として
皆
と
一
緒
に
行
動

で
き
た
。
当
日
の
動
画
を
見
た
バ
レ
エ
の
先
生
が「
車
い
す
の
役
だ
っ

た
の

?」って
。
そう思
わ
れ
た
の
な
ら
良
か
った
な
と
思
い
まし
た
。

舞
台
に
立
つ
こと
は
全
部
好
き
。
普
段
で
きな
い
こと
や
新
た
な
感
情
が
、ダ
ンスや
演
劇
な
ら
表
現
で
き
る
。

4歳

か
ら
始
め
た
バ
レ
エ
も
、ミュー

ジ
カ
ル
も
、歌
も
、スト
ーリー
性
が
あ
る
も
の
が
好
き
。
い
ろ
ん
な
こと
に
目
を
向

け
て
、今
後
は
留
学
もし
た
い
。
い
ちど
自
分
に
つ
い
てい
る
も
の
を
全
部
取
っ
払
って
み
るとどうな

る
の
か
、そ
れ

が
楽
し
み
な
んで
す
。
将
来
、分
野
は
ま
だ
わ
か
ら
な
い
けど
、絶
対
に
舞
台
に
立
ち
た
い
と
思
ってい
ま
す
。

柴
田
愛（クレド

岡
山コラボ

参
加
）

柴
田
青
空（しばた

・そら
）ちゃん（

1歳
11か月

）

子
ど
も
は
ダ
ン
サ
ー
の
方
を
見
る
の
が
初
め
て
で
、駆
け
寄
ってい
きまし
た
。
見
よう見
ま
ね

で
輪
に
入って
行
進
。
音
楽
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
す
の
が
好
きな
んで
す
ね
。

劇
場
が
で
き
た
ら
、見
て
刺
激
を
受
け
たり
、み
ん
な
で
つくりあ

げ
たり
、い
ろ
ん
な

ことを
体
験
さ
せ
て
あ
げ
た
い
。

私
も
舞
台
を
見
に
行
くの
は
好
き
だ
けど
、子ど
も
連
れ
だ
と
つ
い
遠
慮
してし

まう
。
子
ど
も
が
い
て
も
い
い
、親
子
で
行
く
前
提
の
公
演
な
ど
あ
れ
ば

目
一
杯
楽
し
め
ると
思
い
ま
す
。
ま
た
大
人
だ
け
で
行
き
た
い
演
目

に
は
子ど
も
を
預
けら
れ
るところ

が
あ
れ
ば
うれ
し
い
で
す
ね
。

子
ど
も
に
は
、学
校
の
ほ
か
に
も
コミュ
ニ
ティを
つくって

、

い
ろ
ん
な
こ
と
、い
ろ
ん
な
人
に
触
れ
て
、自
分
の
遊

び
場
や
活
躍
で
き
る
場
を
広
げ
てい
って
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

市
場
尚
文（ハレノワダンサーズ

）

や
った
こと
が
な
か
った
か
ら
こそ
、ダ
ンス
に
挑
戦
し
ようと
応
募
し
まし
た
。

本
番
は
ま
さ
に
武
者
震
い
。
久
し
ぶ
り
に
緊
張
し
ま
し
た
。
応
援
が
あ
っ
た
か
ら
人
の

前
で
踊
る
こ
と
が
で
き
た
。
い
ろ
ん
な
人
に
囲
ま
れ
て
幸
せ
だ
っ
た
。
孫
も
来
て「
お

じ
い
ち
ゃん
ちょっと

か
っこ
よ
か
った
」と言ってくれ

た
らし
い
んで
す
。

い
ろ
い
ろ
な
人
と
一
緒
に
ダ
ン
スを
して
、こ
れ
こそ
が「
ユ
ニ
バ
ー
サル
社
会
」の

実
現
な
の
で
は
と
実
感
し
まし
た
。

ダ
ン
ス
は
身
体
に
よる
表
現
と
い
うだ
け
で
なく
、踊
る
こ
とで
気
持
ち
が
ひ

と
つ
に
な
る
、コミュ

ニ
ケ
ー
シ
ョン
な
ん
だ
と
わ
か
った
。
言
葉
で
なく

身
体
を
使
って
心
を
通
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
ん
で
す
。
そ
ん
な
、

い
ま
ま
で
で
き
な
か
った
体
験
を
通
して
、さまざ

ま
な
発
見

が
あ
った
。
ほ
ん
とうに
貴
重
な
経
験
で
し
た
。

!
2022年

9月
4日
、岡
山
芸
術
創
造
劇
場
ハ
レノワ
、開
館

1年
前
の
カウント

ダ
ウン
企
画「
劇
場
へ
行こう！

」が
行

わ
れ
た
。演
出
・振
付
の
北
村
成
美（
し
げ
やん
）と
、

一
般
公
募
で
集
まった
ハ
レノワダ

ン
サ
ーズ
が
、

こ
の
日
の
た
め
に
創
った
ダ
ンスと
歌
を
披
露

し
た
。
岡
山
駅
前
か
ら
劇
場
ま
で
の
道
の

り
の
、7か
所
の
会
場
で
ジ
ャンル
を

超
え
た
様
々
な
団
体
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
実
現
し
、岡

山
の人
々
が
、「
ダ
ンスで

ま
ち
を
楽
し
む
」1日

となった
。

ハレノワレ
タ
ー

第
2号2022

岡山芸術創造劇場
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー

ダンスでまちを
楽しもう
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「
劇
場へ
行こう！

」動
画も

公
開
予
定
！

2
0

2
2
年

9
月
4
日（
日
）

イオンモール岡山
未来スクエア

両備ホールディングス

錦町オフィス駐車場
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クレド
岡
山
ふ
れ
あ
い
広
場

1
4
:0
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天満屋 アリスの広場

15:00

表町商店街

15
:2

0

岡
山
駅
東
口
駅
前
広
場

1
0

:0
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「
市
民
公
募
で
集
まった

15歳
か
ら75歳

の

メンバ
ーで
お
送
りしま
す
！
」

（
メンバ
ー
に
よる

M
C
）

片
山
蘭
子
さ
ん
の
エ
レ
クト
ーン
生
演
奏
で
、あ
り

が
とうファーム

メンバ
ー
に
よる寸
劇
の
あ
と
、し
げ
やん

と
生
馬
選
手
の
ダ
ンス
パ
フォ
ーマ
ンス
が
くりひ
ろ
げ
ら
れ
た
。

生
馬
知
季（パラ

陸
上
競
技
選
手
）

グロップサンセリテ
W

O
RLD-AC

本
番
は
緊
張
しまし
た
が
、自
信
を
もって
楽
しく
踊
ること
が
で
きま

し
た
。
表
町
商
店
街
の
パ
レ
ードも
本
当
に
楽
しく
、とくにフィナ

ーレ
は

ダ
ン
サ
ーも見
に
来
た
お
客
様
も
会
場
が
一
体
となっていて

、ダ
ンスの
力って

すごい
なと
感
動しました

。

ダ
ンス
は
初
めての
経
験
で
した
が
、会
場
で
見
る方
々に
驚
いてほしか

った
の

で
、体
に
障
害
が
あ
る自
分
だ
か
らこそで

きること
、強
み
を
ダ
ンス
に
取

り入
れ
た
いと
思っていました

。
すると
、しげ
やん
が
そ
れ
を
ダ
ンス

の
中
に
構
成
してくれ

、私
らしさを

ふ
ん
だ
ん
にとりい

れ
た
ダ
ン

ス
が
で
きあ
がりました

。
本
番
で
車
いすの上

で
倒
立したと

き
、お
客
様
が
驚
いて
声
をあ
げ
た
の
が
とても
嬉
しか
っ

た
で
すね
。

ダ
ンスを
通
して
お
互い
が
自
然
とつな
が
ってい

く
、ダ
ンスに
は
人と
人を
つなぐ
力
が
あ
る
。

本
番
の
緊
張
の
中
で
も
楽
し
め
た
の
は
、

言
葉
が
なくても

自
然
に
息
が
あ
っ

てい
る
の
を
実
感
で
きた
か
ら
。

ま
た
こう
い
う
チ
ャン
ス
が

あ
った
ら
ぜ
ひ
参
加
し

た
いで
す
。

折
田
彩（
岡
山
芸
術
創
造
劇
場

 事
業グループ

）

ハ
レノワ
ダ
ン
サ
ーズ
や
コ
ラ
ボ
相
手
な
ど
ダ
ン
ス
の
プ
ロ
で
は
な
い
方

た
ち
が
、ダ
ン
ス
用
のリノリウム

を
敷
い
た
舞
台
で
は
なく
屋
外
で
、決
まった

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を
組
む
の
で
は
な
く
、移
動
し
な
が
ら
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
す
る
。

事
故
や
ケ
ガ
が
な
い
よう
細
心
の
注
意
を
払
い
まし
た
。

ダ
ン
ス
経
験
者
は
普
段
の
公
演
と
違
う
の
で
不
安
を
感
じ
、未
経
験
者
は
自
分
が
うまくで

き
な

い
と
落
ち
込
む
。
練
習
期
間
はそ
の
ような
不
安
を
一
つ
ひ
と
つ
聞
き
出
してケ
アし
まし
た
。

北
村
成
美
さ
ん
が
言
い
続
け
た「
だ
れ
も
取
り
残
さ
な
い
」。
ワ
ー
ク
シ
ョップ
を
休
ん
で
し

まった
人
に
も
あ
きら
め
ず
対
話
を
試
み
、本
番
直
前
に
学
校
で
ケ
ガ
を
してし
まった
人

に
も
車
い
す
で
の
出
番
を
つくりまし

た
。

そ
ん
な
北
村
さ
ん
の
気
持
ち
が
届
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

ハ
レノ
ワ
ダ
ン
サ
ー
ズ
の

23人
が
、全
員
で
、1人
も

欠
け
ず
本
番
に
臨
め
た
こ
と
は
、制
作
ス
タ
ッフ

としても
大
きな
達
成
感
に
なってい

ま
す
。

表町商店街南時計台前

16
:0

0

「
4か
所
め
は
、子
ど
も
た
ち
を
主

役
に
し
た
ダ
ン
スを
皆
さ
ん
で

楽
し
んで
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
クレド
ゆ
うえ
ん

ち
を
、皆
さ
ん
の
ダ

ン
ス
と
歌
と
楽
し

い
気
持
ちで
つ

くりま
す
。」

To m
ark the occasion of 1 YEAR to GO until the opening of the 

O
kayam

a Perform
ing Arts Theatre “Harenow

a”, an event titled 
“Let’s Go to The Theatre!” w

as held on Septem
ber 4th 2022.

Perform
er and choreographer KITAM

URA Shigem
i, together w

ith 
the Harenow

a Dancers (local citizens w
ho responded to a callout 

to audition) perform
ed songs and dances they had created 

especially for this day.  At seven locations along the road from
 JR 

O
kayam

a Station to the theatre site, the Harenow
a Dancers and 

the people of O
kayam

a got to ‘Enjoy the tow
n through dance’ in 

collaboration w
ith several groups across a variety of genres, 

building excitem
ent tow

ards the opening of the new
 theatre.

あり
がとうファ

ー
ム
前

1
5

:4
0

ただいまから
、

“
劇
場へ
行こう！

”を

開
幕いたします

！

ザ・
グリーンハーツ

皆
様
、こ
ん
に
ち
は
！

イ
オ
ン
モ
ー
ル
岡
山
に
お
越
し
の

ミュージック
スタート！！

そして

メリーゴーラウンド！

私たち、
ハレノワダンサーズです！

劇
場
は
、
身

体
表現をつくる場所

。

劇
場
を
通
し
て
い
ろ
ん
な
体

験
をしたい

自
分
だ
か
ら
こ
そ
の
ダ
ン
ス
で
み
ん
な

とつながった

まずはジェットコースター！

ダンスはコミュ
ニケーションなん

だ

し
げ
や
ん
が
言
い
続
け
た「
だ
れ
も

取り残さない」

大
森
雅
夫
岡
山
市
長
など
を
迎
え
、

ハレノワタワ
ー
除
幕
式
。

吹
奏
楽
団
　晴
吹
の

生
演
奏
で
フィナ
ーレ
。
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舞
台
と
客
席の境界

線
を
つ
く
り
、越えてい

く

北
村成
美

（
演
出
・振
付
）

ダ
ン
ス
の
経
験
は
な

い
け
れ
ど
、す
ごく情
熱

の
あ
る
人
た
ちと
一
緒
に
何

か
を
つくろうと

いうとき
は
、

気
持
ちと技
術
の
両
方が
必
要
に

なります
。
だ
から
、い
ろんな
世
代
の人
たちが
集まって

、な

い
も
の
を
補
い
合
うという関

係
づくりが

大
切
な
んで
す
。
い

わ
ゆるコミュニティダンスを

始
めたとき

、集
団
の力ってこ

んなところにあるんだと感
動しました

。

プロのダン
サーは
、経
験
のない人

たちが
動
ける範
囲

内
に
合
わ
せ
て「
手
加
減
」して
は
い
け
な
い
と
思
い
ま

す
。
私
はプロとして自

分
が
持
ってい
る
経
験
や
技
術

を
惜し
み
なく出す

。
その方
たちには

で
きな
い
部
分

を
私
が
補うことで

、私
には
持
ち
得
な
い力を
相
手
か

ら
享
受
で
きるので

す
。

屋
外で
踊
るときは

、舞
台と
客
席
の
境
界
線
は
ありま
せ

ん
。
その
境
界
をきちんと自

分たちで
作って
、しか
もそれ

を
越
えていく

、お
客
さん
に
関
わ
っていくんだ

、と
ハレノワダ

ン
サ
ーズの
み
んなに
話しました

。
練
習
期
間
、長
い
時
間
を
か
け
て

「
相
手
の
心
の
動きを
感じて
動く
」ことを

徹
底した
んで
す
。
それ
が
で
き

てい
ると
、外
から見てい

る人
たちの心

の
動きも
感じられ

るようになる
。
や

が
て
、人の心

を
動
かしたり

、人の足を止めることが
で
きるようになるので

す
。

表
町のパレ

ードの
途
中
で
後ろを
振り返ったとき

、すごい
映
像
や
なと
思った
。
小

さい
頃
に
映
画
で
見
た
、こんな

世
界
の
住
人
になりたいと

願ってきたことが
現
実
に
起

こってい
る
。
知らな
い人
たちがどんどん

増
えて
、私
たち
の
作った
ダンスを

踊りな

がらついてきてくれ
る
、夢
のような

世
界で
す
。

オープ
ン

1年
前
イベ
ントというのもあります

が
、今
回
は
不
思
議と
、まだ
終

わってないような
感じがします

。
まだ
、感
動
が
続
いているんで

す
。

新しい劇場で
お会いしましょう！

ハ
レ
ノ
ワ

開館まであと1年
！

ハレノワダンサーズ

皆さんも手拍子、
ご一緒に！

フープスターズさんと
ご一緒に踊ります。

トライフープ
岡
山
チア
チ
ーム

「
フープ
ス
ターズ
」との
コラ
ボ
ダ
ンス
。

ロックバ
ンド
の
生
演
奏
で
ダ
ンス

「劇場へ行こう！」　開催概要 ｜ 日時：2022年9月4日（日） 10:00 - 16:00
出演：北村成美、ハレノワダンサーズ、トライフープ岡山チアチーム「フープスターズ」、生馬知季、
　　  ありがとうファーム俳優チーム、ザ・グリーンハーツ、吹奏楽団　晴吹　ほか
演出・振付：北村成美｜ 編曲・演奏：片山蘭子 ｜ アシスタント：TING、AYAKA
主催：公益財団法人岡山文化芸術創造 ｜ 共催：岡山市 ｜ 企画・制作：岡山芸術創造劇場
協力：JR岡山駅／イオンモール岡山／両備ホールディングス株式会社、両備バスカンパニー／
クレド岡山／株式会社天満屋／岡山市表町商店街連盟／トライフープ岡山／ NPO法人岡山
市子どもセンター／グロップサンセリテWORLD-AC／就労継続支援A型事業所株式会社あり
がとうファーム／吹奏楽団　晴吹／服部管楽器／DANCE STUDIO bloom one（順不同）

「車い
す
で
も
で
きる
」の
声
を
信
じ

て

―
開
館
1
年
前

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
企
画 

﹁
劇
場
へ
行
こ
う
!
﹂報
告



企
画
者より

岡山芸術創造劇場 ハレノワ
岡山市民会館と岡山市立市民文化ホ

ールに代わる、新しい文化芸術施設。「魅

せる」「集う」「つくる」というコンセプトを掲

げ、優れた舞台芸術作品の鑑賞、アーティストと

市民が出会う体験型ワークショップなどでの交流、

演劇・ダンスの作品創りなどを行う。

https://okayama-pat.jp

大
谷
　
今
回
の「
劇
場
へ
行
こう！
」の
演
出
・振
付
の
北
村
成
美
さ
ん
、し
げ
や
ん
と
は
、1990年

代
、

コ
ン
テ
ン
ポ
ラリ
ー
ダ
ン
ス
と
いう言
葉
自
体
が
ま
だ
定
着
してい
な
か
った
こ
ろ
か
ら
の
付
き
合
い
で
す
。

当
時
、新
し
い
ダ
ンスをどう

表
現
していくか

と
考
えてい
た
アー
ティストた

ち
の
中
で
、し
げ
やん
は
積

極
的
に
い
ろ
い
ろ
な
機
会
に
出
て
、身
を
投
げ
出
すように

ダ
ンスを
踊
り
、自
分
で
活
動
の
場
を
広
げ
てき

まし
た
。
し
げ
やん
の
作
品
は
い
たってシ

ン
プ
ル
な
作
風
で
す
。
ど
ちら
か
というと

体
力
勝
負
の
、難
し

い
ことをあ

んまりし
な
い
シ
ン
プ
ル
な
良
さ
を
持
ってい
ま
す
。
そ
れ
を
継
続
して
ずっと
や
ってき
た
こと

が
、し
げ
やん
の
財
産
だ
と
思う
。
コン
テン
ポ
ラリー
ダ
ンスを
や
ってい
る人
にも
、い
ろ
ん
な
タイプ
の

人
が
い
ること
が
重
要
で
、「
こ
れ
が
コン
テン
ポ
ラリー
ダ
ンス
だ
」という定

義
は
ありま
せ
ん
。
新
し
い

――
大
谷さんは

、舞
踏
家として

活
動し
、その
後プロデュースなども

手
掛けてこられ

ました
。
鶴
岡
、小
樽
、大
阪
、神
戸と
地
域を
移って
活
動するなかで

、大
谷さんにとっ

て
拠
点の
価
値
、地
域のとらえ

方は
変わってきましたか

？

大
谷
　
私
は
、大
阪
で
生
ま
れ
て
東
京
に
行
って
、そ
の
あと
山
形
県
鶴
岡
市
で「
北
方
舞
踏
派
」

の
結
成
に
参
加
し
まし
た
。
鶴
岡
の
郊
外
で
舞
踏
の
稽
古
ば
か
りしてい

る
メ
ンバ
ー
と
、地
元

の
農
家
の
人
た
ち
と
の
日
常
的
な
お
つ
き
あ
い
は
あ
まりな
い
。
舞
踏
の
公
演
を
す
るとき
に
は

「
お
祭
りをしま

す
」と言って

資
金
を
集
め
たりしまし

た
。
そ
の
後
移
った
小
樽
で
は
、煉
瓦
造

りの
倉
庫
をリノベ

ー
シ
ョンして

１階
を
飲
食
店
、
２
階
を
稽
古
場
にし
た
。
もっと
開
か
れ
た

場
所
にし
ようと
考
えて
、シ
ョーと
公
演
の
間くら
い
の
作
品
を
つくって

、地
元
の
人
に
見
ても

ら
ったりしまし

た
。
鶴
岡
のとき
は
閉
じ
てい
る
感
覚
が
あ
った
け
れ
ど
、小
樽
に
行くと
少
し

ハレノワレ
タ
ー

演
劇で
、ダンスで

、まちを楽しむ

いどばたシンポジウム
2022

有
門
　
僕
は
ずっと
北
九
州
に
住
んで
いて
、北
九
州
芸
術
劇
場
が
で
きるとき

、立
ち
上
げ
に
関
わりまし

た
。

劇
場
は
、継
続
と
い
うこと
が
一
番
難
し
い
ん
で
すよ
。
開
館
当
初
は
い
ろ
い
ろ
幅
広くや
ると
思
い
ま
す
が
、

時
間
が
経
つと
だ
ん
だ
ん
細くなる

。
細くなると

、糸
電
話
の
ように
、糸
が
切
れ
て一
気
に
終
わ
ってしまう

ことも
多
い
。
劇
場
の
事
業
は
、だ
か
らど
ん
な
に
細くても

い
い
か
ら
継
続
し
続
けること

が
大
事
で
す
。

以
前
、子
ど
も
向
け
の
ワ
ー
ク
シ
ョップ
で
関
わ
ってくれ

た
小
学
生
が
、何
年
か
後
に
舞
台
の
共
演
者
に
なっ

てい
たりする

。
芸
術と
か
文
化って
目
に
は
見
え
な
い
け
れ
ど
、水
を
やり
続
けることで

確
実
に
育
つと
思
い

ま
す
。
こ
れ
は
続
ける
べ
き
だ
という市

民
の
声
が
一
番
大
き
な
影
響
力
に
なって
、そう
いう
関
係
性
を
ひ
と

りで
も
多くの
方と
結
べ
るような

劇
場
に
なって
ほ
し
い
。

角
　
日
々
の
生
活
の
中
に
表
現
は
あ
る
。
お
皿
が
洗
えてい
な
い
と
節
を
つ
け
て
歌って
み
たり
、毎
日
自

転
車
で
出
会
う人
に
つ
い
て
物
語
を
思
い
つ
い
たり
。
劇
場
が
で
きると
、そこ
か
ら
波
及
する日
々
の
彩

りが
増
えてくる

。
ス
ター
を
見
に
行
け
たら
、まち
や
家
の見
え
方
、世
界
の見
え
方
が
変
わ
ってくる

。

演
劇
や
ダ
ン
ス
は
、出
会
い
の
も
の
な
の
で
、出
会
い
の
場
が
増
える
の
は
楽
し
み
。
た
ま
た
ま
親
子
劇
場
の

ス
タッフ
をしてい

た
向
か
い
の
家
の人
と
、この
あ
い
だ
初
め
て
劇
場
で
会
った
。
普
段
の
生
活
で
会
う人
と

い
ど
ば
た
シ
ン
ポ
ジ
ウム
の

1週
間
後
、「
劇
場
へ
行こう！

」が
行
わ
れ
、こ
の
ディス
カッ
シ
ョン
で
語
ら
れ
た
ことを

改
め
て
実
感
し
た
。
角
さ
ん
の「
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
を
出
し
合
って
作
品
を
つ
くりた
い
」と
い
う言
葉
は
、生
馬
知

季
選
手
の「
自
分
だ
か
らこそで

きること
」という言

葉
と
呼
応
してい
ると
感
じ
た
。

「
劇
場
へ
行
こう！
」で
は
、“
岡
山
の
良
さと
は
何
か
”に
つ
い
て
北
村
成
美
さん（
し
げ
やん
）と
ハ
レノ

ワダ
ン
サ
ーズ
が
意
見
を
出
し
合
って
振
付
を
考
え
、「
ハ
レノワの

うた
」の
歌
詞
を
つくった

。
こ
れ

は
、「
アー
ティストが

地
域
に
住
むことで

作
品
が
変
わ
る
、地
域
特
性
を
活
か
すことで

オリジ

ナル
の
作
品
が
生
ま
れ
る
」という大

谷
さん
の
言
葉
、「
生
活と
創
作
は
地
続
き
」という

角

さん
の
言
葉
とも
呼
応
してい
ると
思う
。
ま
たし
げ
やん
は
、短
期
で
は
あ
るが
岡
山
に

滞
在し
、自
炊し
な
が
ら
岡
山
のまち
の
空
気
を
感
じ
て作
品
を
つくってい

った
。

有
門
さ
ん
の「
劇
場
は
続
け
る
こ
と
が
大
事
」に
つ
い
て
は
、ハ
レノ
ワ
は
ま
さ
に
こ
れ
か
ら
。

今
回「
劇
場
へ
行こう！

」当
日
、以
前
し
げ
やん
とワ
ー
クシ
ョップ
で
出
会
った
高
校
生
が
、岡
山
で

で
き
た
家
族
ととも
に
見
に
き
てくれ
た
と
いう
。
ハ
レノワ
で
も
今
後
こ
の
ような
エ
ピ
ソ
ード
が
生
ま
れ

ること
だ
ろう
。
ハ
レノワ
を
、まち
の人
と
化
学
反
応
が
起
こり
、交
流
しつくる

場
所
、「
本
当
の
遊
び
」で
あ

ふ
れ
る
場
所
にし
た
い
。（
岡
山
芸
術
創
造
劇
場

 事
業
グル
ープ

 江
原
久
美
子
）

岡山芸術創造劇場
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー

ダンスの

ちからで

人を
巻き

込む

有
門
正
太
郎
｜俳
優
・
演
出
家
・
劇
作
家

北
九
州
市
出
身
。

2005年
有
門
正
太
郎
プ
レ
ゼ
ン
ツ
を
始
動
。「
笑
顔
に
な

れ
れ
ば
な
ん
で
も
出
来
る
」を
合
言
葉
に
作
、演
出
、出
演
も
務
め
る
。
高
校

の
演
劇
専
科
の
講
師
経
験
を
活
か
し
全
国
各
地
で
小
、中
、高
校
生
に
ア
ウト

リ
ー
チ

(出
前
授
業

)を
行
うほ
か
、市
民
参
加
劇
の
作
、演
出
な
ど
も
行
ってい

る
。（
一
財
）地
域
創
造
リー
ジ
ョナル
シ
アタ
ー
登
録
派
遣
アー
ティスト

。

ありか
ど

 しょうたろう

大
谷
燠
｜

NPO法
人

DANC
E BO

X代
表
、神
戸
アートビ

レ
ッ
ジ
セ
ン
タ
ー
館
長

1996年
に
大
阪
で

DANC
E BO

Xを
立
ち
上
げ
、多
数
の
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ダ

ン
ス
の
公
演
、ワ
ー
ク
シ
ョップ
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
。

2009年
より
神
戸
・
新
長
田

に
拠
点
を
移
し
、小
劇
場

 ＜
ArtTheater dB KO

BE＞
を
運
営
。
公
演
事
業
の

ほ
か
、若
手
アー
ティスト

の
育
成
、子
ど
も
の
豊
か
な
感
性
を
育
て
るプ
ロ
グ
ラム
、

国
内
外
の
アー
ティスト

・イン
・レ
ジ
デ
ン
ス
事
業
、地
域
と
連
携
し
た
事
業
を
展
開
。

お
お
た
に

 いく

角ひろみ
｜劇
作
家
・
演
出
家

兵
庫
県
出
身
、関
西
を
中
心
に
東
京
公
演
な
ど
もしつ
つ
活
動
。

2006年
より
岡
山
在
住
。
東
京
・
関
西
・
岡
山
な
ど
各
地
の
カ
ン

パ
ニ
ー
に
戯
曲
を
書
き
下
ろ
して
活
動
、ワ
ー
ク
シ
ョップ
講
師
・
審
査

員
な
ど
多
数
。岡
山
で
は
音
楽
劇
の
ふ
たりユ
ニット「

本
日
ロ
ード
シ
ョ
ー
」

の
活
動
の
ほ
か
、演
劇
公
演
や
市
民
と
の
ミュー
ジ
カ
ル
の
演
出
も
手
掛
ける
。

すみ

地
続
き
で
、表
現
の
場
で
出
会
い
直
すことも

ありうる
。ハレノワ

が
で
きるとそういう

楽
し
み
も
増
えるだ
ろう
。私
も
、

まち
の
商
店
街
の
祭
りな
ど
にも気
軽
に
呼
んで
もら
い
た
い
。
地
域
に
伝
わ
る
物
語
と
芸
術
は
地
続
き
。
アー
ティスト

とまち
の人
は
声
を
か
け
合
える
関
係
で
す
。

大
谷
　
演
劇
や
ダ
ン
ス
が
もし
こ
の
社
会
か
ら
なくなっ

た
ら
…と
考
え
ると
、や
はり
何
千
年
も
続
い
て
き
た
も
の
は
、

なくなら
な
い
と
思う
。今
、コロナ

禍
で
、オン
ライン上

で
の
演
劇
や
ダ
ンスという

新
し
い
広
が
りは
当
然
あ
るけ
れ
ど
、

生
身
の
体
と
体
が
出
会
って
対
面
するとき

の
受
け
取
り方と
は
ち
が
う
。
生
き
て
てよ
か
った
と
思
えるような

表
現
は
、

生
身
の
体
と
体
で
出
会
ってこそ

感
じ
ら
れ
るも
の
で
、そ
れ
は
決
して
なくな
ら
な
い
。「
演
劇
で
、ダ
ンス
で
、まち
を

楽
し
む
」というとき

の
楽
し
み
は
、「
生
き
て
てよ
か
った
と
思
えるような

表
現
」と
出
会
えること

。
そ
れ
は
、劇
場
だ

け
で
は
なくい
ろん
な
日
常
的
な
シ
ーン
に
あ
る
。
私
た
ち
は
、そ
れ
を次
の
世
代
に
伝
える責
任
が
あ
ると
思
いま
す
。

加
賀
田
　
今
、多
くの
岡
山
の
方
と々
ハ
レノワ
の
ス
タッフ
が
総
動
員
で
、来
週
の「
劇
場
へ
行
こう！
」の

準
備
に
取
り
組
んで
い
ま
す
。
今
後
、ハ
レノワ
を
、大
谷
さん
が
言ってい

た“
本
当
の
遊
び
”で
あ
ふ

れ
る
空
間
にしてい

きた
い
と
考
えてい
ま
す
。

――

大
谷

――

有
門

――
有
門さんも

角さんも
、演
劇の
専
門
家だけでなく一

般の
人
、まちの

人とも
一
緒に
創
作
活

動をしています
。アーティストにとって

、まちの人はどういう
存
在ですか

？

有
門
　
僕
自
身
も
、まち
に
住
んで
い
る
ひとりな

の
で
、アー
ティストとまち

の
人を
分
ける
必
要
は
な

い
と
思
い
ま
す
。
劇
団
で
作
品
を
つくるとき

は
劇
団
員
か
らヒ
ント
を
もらうし

、ま
ち
の
人
と
一
緒
に

つくるとき
は
ま
ち
の
人
か
ら
創
作
の
栄
養
を
もらう
。
た
と
え
ば
、僕
が
料
理
人
だ
とす
ると
、自
分
が

つくりた
い
料
理
に
あ
わ
せ
て
素
材
を
集
め
る
の
で
は
なく
、そ
の
日
出
会
う
素
材
、つ
まりま
ち
の
人
に

あ
わ
せ
て
、そ
の
人
た
ち
が
一
番
活
か
せる
ように
何
を
つくっていくか

を
考
える
、という

関
係
で
す
。

ひ
とりで
も
多
くの
方と
関
わ
れ
ば
、多
くの
栄
養
が
もらえて

、僕
自
身
の
人
間
性
も
変
わ
っていくし

、

お
互
い
に
化
学
反
応
の
ような
こと
が
起
こって
き
ま
す
。
相
互
に
栄
養
を
もら
い
あうに
は
どうす
る
か

を
考
えて
、まち
の人
と
関
わ
ってい
ま
す
。

角
　
私
も
、まち
の人
の
一
部
で
し
か
な
い
。
そ
の
な
か
で
、演
劇
や
物
事
を
創
作
する
の
は
比
較
的
得

お
互いの﹁

得
意
﹂を

出
し
合って

一
緒に

作
品
を

つくりたい

意
か
な
という立

ち
位
置
で
、一
緒
に
作
品
を
作
れ
たらと
思
う
。
私
は
、あ
そ
び
み
た
い
な
も
の
を
考
え

たり
、立
ち
上
げ
たりす
る
の
は
得
意
。
ほ
か
の
人
に
も
そ
れ
ぞ
れ
得
意
技
が
あ
って
、あ
る
人
は
料
理
、

あ
る
人
は
大
工
仕
事
、子ど
もだった

ら
虫
の
ことをよく

知
ってい
ると
か
。
一
緒
に
作
品
を
つくるとき

はそん
な
得
意
を
出
し
合
い
た
い
。
劇
場
に
作
品
を
見
に
来
る
の
も
、まち
の
人で
すよ
ね
。
子ど
も
が
出

れ
ば
親
が
見
に
行
って
、お
互
い
話
す
機
会
が
増
える
。
そう
や
って
機
会
が
たくさん

増
えていく現

場

に
、まち
の
一
部
として
、アー
ティストとして

関
わりた
い
と
思う
。

大
谷
　
アー
ティストと

地
域
の
人
た
ち
が
関
わ
る
な
ん
て
、あ
え
て
言
わ
なくて
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

アー
ティストと

い
う
の
は
基
本
的
に
面
白
い
人
、遊
ぶ
人
な
ん
で
す
。
面
白
い
ことを
や
って
る
人
が
、

面
白くな
い
日
を々
送
ってい
る
人
に
、面
白
い
ことを
提
供
する
。
た
と
え
ば
スマ
ホ
の
ゲ
ーム
は
、答
え

を
探
して
向
か
っていくも

の
で
す
が
、本
当
の
遊
び
に
は
答
え
が
な
い
ところで

も
の
を
つくっていく

面

白さが
あ
る
。
そういう面

白さ
は
、子ど
もた
ち
や
み
ん
な
に
伝
えていく

必
要
が
あ
るし
、そ
れ
が
アー

ティスト
にとって

は
生
き
が
い
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

――

角

劇
場
は
、

続
けることが

大
事

アーティストが

その
地
域に

住
むことで

作
品が

変
わる

身
体
表
現
の
ダ
ンスで
あ
る
、というだ

け
な
の
で
、し
げ
やん
も
他
のアー
テ

ィストも
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
も
って
や
ってい
る
。
そろ
そろ
次
の
世
代
が
生
ま

れてきてい
る
の
で
、ひとりの

先
達
としてし

げ
やん
に
は
力
に
なってもら

い
た
い
。

加
賀
田
浩
二（
岡
山
芸
術
創
造
劇
場

 事
業グループ

）　“
人
を
巻
き
込
む
力
”が
、し
げ

やん
のアー
ティスト

性
だ
と
思う
。
市
民
の
参
加
者
にも
、プ
ロ
のアー
ティスト

にも
、ど

ん
な
人
に
対
してもし

げ
やん
は
真
正
面
か
ら
向
き
合
ってくれ

る
。
そ
の
力
に
期
待
して
、

今
回
ハレノワ

で
は「
劇
場
へ
行こう！

」の
演
出
・
振
付
を
お
願
い
することにしまし

た
。

開
か
れ
た
感
覚
が
あ
った
。
移
住
し
た
先
の
地
域
の
特
性
を
楽
し
んで
、地
域
の
人
た
ちと
付
き
合
うこ

とで
、新
し
い
広
が
りが
生
ま
れ
て
、表
現
にも
影
響
を
与
える
。
アー
ティストが

地
域
に
滞
在
するこ

とで
、地
域
特
性
か
ら
表
現
を
生
み
出
していく

。
地
域
特
性
という
財
産
を
、どう
表
現
に
昇
華
さ
せ

ていくか
が
大
事
で
面
白
い
し
、オリジ

ナル
をどう
作
っていくの

か
にもつ
な
が
っていくと

思
い
ま
す
。

角
　
私
は
宝
塚
と吉
本
新
喜
劇
の
間
の
ま
ちで
生
ま
れ
育って
、い
ま
は
岡
山
に
住
んで
い
ま
す
。
関
西

や
東
京
や
岡
山
で
演
劇
活
動
をしていて

、岡
山
の人
と言
わ
れ
たりしま

す
が
、外
か
ら
来
た
者
の
視
点

ももってい
る
。
私
自
身
は
方
言
で
戯
曲
を
書
い
たり
、地
理
や
歴
史
を
調
べ
たりし
な
が
ら
、岡
山
の人

た
ち
の
活
動
の
仕
方と
か
、人との

接
し方
み
た
い
な
も
の
を
知り
、関
西とは
全
然
違
う岡
山
の
県
民
性

と
か
、どういう人

が
いてどういうまち

な
の
か
に
気
づ
いてい
きな
が
ら
作
品
を
作
っていま

す
。

グ
ラ
フ
ィッ
ク
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
、

登
壇
者
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は
こ
ち
ら
か
ら

Y
o

u
T
u
b

e

に
て

ア
ー
カ
イ
ブ
配
信
中

「
劇
場へ
行こう

!」

について
  

Theme1

まちの人
と々

アーティストの
関
係は

?

Theme2

地
域のとらえ

方
、

拠
点の
価
値

 

Theme3

演
劇で
、

ダンスで
、

まちを
楽しむ

 

Theme4

ディスカッションより

劇
場
が
、
建
物
内
の
舞
台
だ
け
で
な
く
、ま
ち
に
出
て
、市
民
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
と
も
に

演
劇
や
ダ
ン
ス
を
つ
く
り
楽
し
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
何
が
生
ま
れ
る
の
か
が
話
し
合
わ
れ
た
。

シンポジウム
を
終えて

﹁
い
ど
ば
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
2
0
2
2
﹂が
行
わ
れ
た
。

「劇場へ行こう！」に先駆けて、もうひとつの
開
館

1年
前カウントダウン

企
画である

Idobata Sym
posium

 2022: Enjoying the tow
n through perform

ance and dance.
Prior to the “Let’s Go to The Theatre!” event, artists and producers from

 all over the country presented about their w
orks at the 

Idobata Sym
posium

 2022. Panellists also discussed the benefits of taking perform
ing arts out of the theatre and into the 

com
m

unity to enjoy collaboratively creating perform
ances and dances w

ith citizens and other artists.

Okayam
a Perform

ing Arts Theatre, Harenow
a – 1 YEAR To GO event(s)

Idobata Sym
posium

 2022: Enjoying the tow
n through perform

ance and dance. / Date: August 27th, 2022 / Location: Nishigaw
a Ai Plaza Hall

Panelists: ARIKADO
 Shotaro (actor, director, playw

right) / SUM
I Hirom

i (playw
right, actor) / O

TANI Iku (Executive Director, NPO
 DANCE BO

X / ArtTheater dB 
KO

BE / Director, Kobe Art Village Center)
O

rganiser: O
kayam

a cultural arts Creation Foundation / Co-organiser: O
kayam

a City / Planning and production: O
kayam

a Perform
ing Arts Theatre

シンポジウム
概
要

タイトル
：
岡
山
芸
術
創
造
劇
場

 ハ
レノワ

 プ
レ
事
業

 1YEAR to G
O

 開
館

1年
前
カウント

ダ
ウン
企
画
　
い
ど
ば
た
シ
ン
ポ
ジ
ウム

2022「
演
劇
で
、ダ
ンス
で
、まち
を
楽
し
む
」

日
時
：2022年

8月
27日（

土
）13:30-16:30 / 会

場
：
西
川
アイプ
ラ
ザ

5階
 多
目
的
ホ
ール

  |  主
催
：
公
益
財
団
法
人
岡
山
文
化
芸
術
創
造

 / 共
催
：
岡
山
市

 / 企
画
・
制
作
：
岡
山
芸
術
創
造
劇
場


